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中
里
村
の
古
文
書
よ
り

　
　
　
桔
　
梗
　
ガ
　
原
国

　
　
　
　
　
　
　
清
津
峡
小
学
校
長
阿
部
九
二
三
郎

　
先
般
桔
梗
原
土
地
改
良
区
の
樋
口

氏
の
御
厚
情
に
よ
り
、
天
保
三
年
十

一
月
（
一
三
五
年
前
）
に
作
成
さ
れ

た
桔
梗
原
用
水
路
絵
図
面
を
見
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
彩
色
の
非

常
に
克
明
な
も
の
で
、
ズ
バ
リ
そ
の

も
の
を
載
せ
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
絵
図
面
を
中
心
と

し
て
、
並
々
な
ら
ぬ
先
人
の
労
苦
を

し
の
び
た
い
と
思
う
。
絵
図
面
の
末

尾
に
次
の
よ
う
な
添
書
き
が
あ
る
。

「
右
は
田
沢
新
田
用
水
路
水
門
よ
り

吐
口
迄
惣
間
五
千
間
余
之
内
、
難
場

弐
千
八
百
弐
拾
弐
間
余
及
大
破
今
般

御
入
用
御
普
請
奉
願
上
候
二
付
廉
絵

図
面
奉
差
上
候
。
以
上
。

　
天
保
三
辰
、
年
十
一
月

　
　
当
御
預
所

　
　
　
越
後
国
魚
沼
郡
十
日
町
組

　
　
　
田
沢
新
田
出
作
百
姓

　
　
　
田
沢
村
惣
代
．
利
兵
衛

（
取
入
口
か
ら
吐
口
ま
で
五
千
間
あ

ま
り
の
う
ち
、
難
儀
な
場
所
二
千
八

百
二
十
余
間
が
大
層
な
い
た
み
方
を

し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
今
般
胸
上
か

ら
の
経
費
に
よ
る
補
修
工
事
を
詫
願

い
す
る
に
つ
き
、
こ
の
絵
図
面
を
差

上
げ
・
ま
す
。
）

　
さ
て
こ
の
絵
図
面
は
、
二
麿
五
十

に
及
ぶ
巻
物
風
で
東
田
尻
取
入
口
か

ら
高
道
山
部
落
下
ま
で
を
記
載
し
、

そ
れ
か
ら
先
は
（
是
よ
り
耕
地
用
水

路
二
千
余
間
は
凡
そ
普
請
も
出
来
上

っ
て
い
る
の
で
絵
図
面
相
除
申
候
。

と
し
）
省
略
し
て
あ
る
。

　
絵
図
面
ズ
バ
リ
を
載
せ
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
と
ヤ
　
に
　
　
を
が
え
る
ロ
　
じ

梗
原
の
用
露
に
つ
い
て
は
ご
蔓

の
方
も
多
か
ろ
う
が
、
西
田
尻
部
落

前
の
堰
堤
付
近
か
ら
引
水
し
、
現
在

の
清
津
峡
バ
ス
道
路
の
右
手
左
手
を

縫
い
、
つ
ま
り
清
津
川
右
岸
の
崖
を

繰
り
抜
い
て
桔
梗
原
に
引
い
て
あ

る
。
バ
ス
か
ら
で
は
東
田
尻
、
あ
る

い
は
程
島
部
落
下
あ
た
り
で
、
地
表

に
出
て
い
る
部
分
の
、
ほ
ん
の
一
部

し
か
目
に
つ
か
な
い
。
他
は
ほ
と
ん

ど
繰
り
抜
き
部
分
で
か
く
れ
て
い
る

当
時
は
ト
ン
ネ
ル
と
は
勿
論
い
わ
な

か
っ
た
ろ
う
し
、
随
道
も
そ
う
古
く

か
ら
あ
っ
た
言
葉
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
絵
図
面
で
も
操
気
（
く
り
冗
）

と
記
載
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
難
場
二
八
二
〇
間
余
と
記

し
た
本
絵
図
面
の
う
ち
、
私
の
計
算

で
は
地
表
に
出
て
い
る
部
分
が
一
，
四

六
六
間
（
う
ち
七
九
間
は
川
蓋
を
施

す
。
橋
六
つ
）
磁
道
が
延
べ
一
五
二

　
　
と
な
っ
て
い
る
ロ
　
　
の
　
　

一
が
長
い
訳
で
戻
半
は
地
下
、
い
や

清
津
川
の
崖
の
中
腹
を
く
ぐ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
墜
道
の
数
は
長
短
合

わ
せ
て
十
一
箇
所
、
最
長
は
三
五
六
｝

間
に
及
ん
で
い
る
。

　
用
水
全
長
五
千
間
余
と
い
え
ぱ
、

ご
く
　
ざ
っ
ぱ
に
　
　
し
て
ナ
ヂ
ャ

そ
の
う
ち
讐
が
延
べ
一
謹
な
一

る
。
い
つ
頃
こ
の
随
道
が
堀
ら
れ
た

か
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
｝

頃
の
工
法
で
三
♂
を
掘
竪
す
る
こ
と
一

は
容
易
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鶴

鵬
と
唐
鍬
、
そ
れ
に
巷
（
も
っ
こ
）

士
．
櫨
加
工
具
で
あ
り
桃
土
用
具
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
あ
か
り

は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
燧
道
は
、
清

津
川
の
崖
ぷ
ち
か
ら
ほ
ど
深
か
ら
ぬ

地
中
を
通
っ
て
い
る
と
聞
く
。
現
在

の
瀬
戸
口
の
随
道
の
如
く
所
々
に
明

り
窓
を
開
け
、
そ
こ
か
ら
土
を
捨
て

明
り
を
採
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
図
面
に
出
て
来
る
地
名
を
清
津
川

の
上
流
の
方
か
ら
述
べ
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
。
東
田
尻
新
田
村
上
取
入

口
、
小
沢
、
ウ
ル
イ
沢
、
か
し
ら
な
・

し
、
大
沢
、
行
者
つ
る
ね
、
　
（
程
島

新
田
）
十
二
沢
、
あ
さ
み
沢
、
井
志

り
沢
、
　
（
白
羽
毛
）
う
が
い
沢
（
朴

ボ
　
　
　
　
　
　
ホ
　
ロ
　
　

糎
H
螂
縫
は
灘
叫

薯
の
箇
所
が
ど
こ
で
あ
る
か
不
明

ハ
だ
が
ヤ
こ
れ
ら
の
　
　
の
　
　
を
く

湧
・
あ
る
い
は
袈
に
出
て
吉

続
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
　

雁
箇
所
に
番
号
を
付
し
て
あ
る
が

コ
か
ら
四
〇
番
、
つ
ま
り
四
〇
の
要
一

修
覆
箇
所
が
あ
る
。
修
覆
の
内
容
は

地
掘
（
三
～
四
尺
）
枠
立
、
両
へ
り

石
つ
き
、
川
ぶ
た
取
替
等
と
記
し
、

各
箇
所
に
必
要
な
人
夫
を
見
積
っ
て

あ
る
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
三

十
一
番
（
う
が
い
沢
よ
り
白
羽
毛
寄

り
）
の
と
こ
ろ
の
書
き
入
れ
は
「
十

二
間
新
規
く
り
冗
、
掘
子
六
人
す
つ

人
足
五
人
す
つ
、
で
る
沢
、
七
十
八

間
地
掘
三
尺
五
寸
、
内
六
十
五
間
枠

掘
子
四
人
す
つ
、
人
足
六
人
す
つ
、

わ
く
立
極
難
場
」
の
如
く
で
あ
る
。

矛二回清津吟行記

小山大泉
待
望
の
吟
行
句

会
も
会
員
一
同
の

協
力
を
得
て
＋
日

町
勢
共
二
十
二
名

の
多
数
の
参
加
で

盛
大
に
で
き
た
こ

と
を
感
謝
し
つ
つ

句
を
思
い
出
し
な

が
ら
振
り
近
っ
、
て

見
る
。

　
六
月
二
十
五
日
バ
ス
は
一
路
万
緑

の
渓
谷
清
津
峡
に
向
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
芽

新
緑
や
微
睡
を
ざ
そ
う
バ
ス
の
揺
れ

　
バ
ス
を
降
り
緑
溢
れ
る
新
橋
を
渡

，
る
頃
よ
り
河
鹿
の
鳴
き
声
に
詩
心
に

入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

峡
の
橋
河
鹿
蛙
の
音
ぞ
ひ
び
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
柿
楼

河
鹿
か
す
か
に
く
河
原
灼
け
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

湯
の
宿
に
つ
き
る
橋
な
り
河
鹿
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

は
る
か
な
る
天
恋
う
河
鹿
鳴
き
吃
る

　
ひ
と
ま
す
宿
に
席
を
取
り
思
い
思

い
に
吟
行
す
る
。
山
友
を
望
め
ぱ
、

日
頃
家
業
に
追
わ
れ
る
身
の
解
放
感

か
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
を

峡
に
透
く
青
嶺
は
遠
く
父
母
の
里

峡
川
に
は
初
夏
の
太
陽
が
サ
｝
．
ノ
サ
ン

と
溢
れ
　
　
　
　
　
　
大
泉

夏
陽
ひ
し
め
く
流
れ
が
分
つ
峡
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
邦

万
緑
や
東
田
尻
に
西
田
尻

　
清
津
も
こ
の
所
は
淵
あ
り
瀬
あ
り

夏
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
美

夏
木
立
逆
立
つ
深
淵
の
水
ゆ
る
ぎ
な

し
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
波

峡
川
の
瀬
と
な
る
時
に
若
葉
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
路

擬
宝
珠
が
日
を
溜
め
こ
ぼ
る
崖
端
に

流
れ
て
停
れ
て
ぱ
一
泳
ぎ
し
た
く
な

る
よ
う
な
日
差
し
　

閉
史

一
清
流
に
吾
か
ら
求
め
帯
解
き
ぬ

　

一
　
　
　
　
　
ち
い

雇
お
辱
流
し
た
昌
濃

宿
の
周
囲
は
題
材
も
豊
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
波

鷹
の
羽
の
紋
あ
る
土
蔵
峡
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
砂
路

ほ
と
と
ぎ
す
御
堂
の
秘
仏
煤
け
翁
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
力

馬
鈴
署
の
花
の
盛
り
や
ど
の
畑
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

畑
作
は
枯
れ
て
暑
さ
の
昼
さ
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

袖
屏
風
し
て
見
る
昼
の
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
の
香

一一
蝶
二
つ
寄
せ
て
ふ
ゆ
ら
ぐ
、
花
あ
ざ
み

㎝
投
旬
近
き
を
室
に
寛
ろ
ぎ
喉
の
乾
き

を
番
茶
で
潤
す
　
　
　
　
　
里
　
子

熱
き
お
茶
す
す
る
や
万
緑
の
静
止

折
か
ら
道
路
工
事
の
轟
然
た
る
ハ
ッ

バ
に
お
ど
ろ
く
　
　

春
雷

開
発
の
発
破
に
峡
の
青
震
う

十
一
時
に
句
を
〆
切
り
選
句
に
入
る

頃
よ
り
急
に
雨
が
降
り
出
す
。
昨
年

に
続
く
午
後
か
ら
の
雨
に
中
里
は
精

進
が
悪
い
と
十
日
町
勢
に
言
わ
れ
農

家
の
方
々
が
待
ち
望
ん
だ
雨
な
れ
ば

雨
男
も
結
構
な
ど
と
ぐ
言
を
と
ば
し

な
が
ら
厳
し
さ
よ
り
も
楽
し
み
の
多

い
句
会
で
あ
っ
た
。

聯懸懸灘一
◎
夢
父
の
名

滝
沢
　
浩
憲
　
一

服
部
覧
代
保
松

山
岸
　
由
秀
　
竜
　
史

久
保
田
あ
ゆ
美
正
勝

阿
部
弘
・
美

山
田
静
子

上
原
智
子

田
村
佳
子

広
田
恵
美
子

服
部
久
治

鈴
木
千
恵
子

島
巴
、
道
康

◎
高
砂

｛
翻

｛
翻

｛
翻

英慶久広恵代伊憲
　　　　　四和
男作一勝一男男一

部
落
名

如
来
寺

　
ク芋

沢

如
来
寺

高
道
山

土
倉

通
り
，
山

荒
屋

高
道
山

田
沢

下
山

倉
俣

　
駐
車
禁
止
の

　
　
お
し
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
田
沢
駐
在
所

　
昨
年
か
ら
い
ろ
く
検
討
し
て
き

ま
し
た
中
里
村
国
道
主
要
地
点
の
車

両
駐
車
禁
止
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

公
安
委
員
会
か
ら
七
月
一
日
付
け
で

正
式
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
駐
車
禁

止
と
な
る
区
間
は
上
山
七
川
橋
か
ら

荒
屋
神
社
前
ま
で
、
駅
通
り
交
差
点

か
ら
上
村
病
院
前
ま
で
が
駐
車
禁

止
と
な
り
ま
す
。
禁
止
区
間
を
明
示

す
る
た
め
道
路
標
識
に
よ
り
ハ
ッ
キ

リ
と
区
間
を
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
今
や
社
会
問
題
の
重

認
心
事
で
あ
つ
て
地
域
住
民
の

騨
天
天
が
霰
防
止
駿
と
し
ん

山滝服山富冨
田沢部口井井
　　ア　　ハ
冨弓ツ正ル徳
子郎子夫子明
くy）o令・＝y》
五五の七七　　八八
ロしノ　ヤノレ　　ロロ
宮田如東田如
　　来京　　来
中中寺都中寺

け
ん
に
取
り
組
み
、
中
里
地
区
か
ら

は
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
す
．
又
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
村
民
各
位
の
特

段
の
ご
協
力
を
翁
願
い
い
た
し
ま

す
。

寵
贈
ル
墾
競

瀟
醒
ト
菱
議
購

癖
購
擦
蘇
蕗

◎
闘
天
名
年
令
部
落

　
　
　
　
　
じ
モ
　

磯
聾
即
　
髄
魏
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矛
一

一
回
定
例
村
議
会

議
員
定
数
を
18
名
に

　
　
　
　
補
正
予
算
千
八
百
十
七
万
円
減
額

　
第
二
回
定
例
村
議
会
は
去
る
六
月

三
十
日
午
前
九
時
よ
り
役
場
議
場
に

お
い
て
開
か
れ
た
が
、
昭
和
四
十
二

年
度
初
の
定
例
会
と
あ
っ
て
会
期
二

日
の
日
程
を
き
め
、
盛
沢
山
な
議
案

に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
七
月
一

日
午
後
三
時
過
ぎ
敵
会
し
た
。

　
付
議
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
特
記
す

べ
き
こ
と
は
、
村
議
会
議
員
の
定
数

を
少
な
く
す
る
条
例
が
き
ま
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
主
な
る
議
案
件
は
次
の

と
お
り
。

◇
議
員
定
数
の
減
少
に
つ
い

て
（
写
真
は
村
議
会
の
一
コ
マ
）

　
こ
の
議
案
は
「
中
里
村
議
会
議
員

の
定
数
を
減
少
す
る
条
例
」
で
議
員

提
案
に
よ
る
も
の
だ
が
、
い
ま
ま
で

の
議
員
定
数
二
十
二
名
を
十
八
名
に

減
少
す
る
と
い
う
も
の
で
投
票
の
結

果
多
数
の
賛
成
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
議
決
さ
れ
た
。

　
な
葡
市
町
村
の
議
員
の
定
数
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
に
基
き
、
そ

の
市
町
村
の
人
口
に
よ
り
定
数
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
中
里
村
は
二
十
二

名
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
法
律
に

は
市
町
村
の
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

一
は
、
条
例
で
減
少
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
規
定
が
あ
る
の
で
、
こ
の

村
条
例
の
制
定
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

　
こ
の
条
例
は
七
月
三
日
公
布
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
よ
り
今
年
十
一
月
十

・
九
巳
任
期
満
了
と
な
る
村
議
会
議
員

・
の
一
般
選
挙
か
ら
当
選
者
は
†
八
名

と
な
る
が
、
現
在
の
議
員
数
の
四
名

超
過
に
つ
い
て
は
、
任
期
満
了
の
日

ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。◇

第
一
回
補
正
予
算
に
っ
い

　
て

　
今
年
度
は
じ
め
て
の
補
正
予
算
で

あ
る
が
、
一
般
会
計
に
お
い
て
才
入

才
出
を
そ
れ
ぞ
れ
千
八
百
十
七
万
四

千
円
を
減
額
し
た
も
の
で
、
補
正
の

主
な
も
の
は
市
之
越
、
本
屋
敷
地
区

に
お
け
る
農
業
構
造
改
善
事
業
の
中

止
に
よ
る
二
千
八
百
四
十
八
万
四

千
円
の
減
額
で
あ
る
が
、
追
加
補
正

に
つ
い
て
は
、
才
入
で
は
小
出
温
泉

線
災
害
復
旧
費
補
助
金
百
万
円
、
前

年
度
繰
越
金
七
百
七
十
二
万
八
千
円

市
町
村
道
整
備
事
業
貸
付
金
二
百
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円
な
ど
が
主
な
も
の
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
才
出
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
積
立
…

金
三
百
万
円
、
倉
俣
保
育
所
改
造
工
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

事
費
六
十
万
六
千
円
、
保
健
衛
生
費
．

四
＋
芳
四
霞
肇
舞
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ナ
　
　
　
ヂ
　
ヤ
　
　
　
　
　
バ
ィ
　

・
ッ
ト
試
験
田
費
三
＋
万
円
、
皇

費
二
十
五
万
五
千
円
、
道
路
維
持
費
一

コ
ハ
ナ
　
　
ヤ
　
　
　
ぢ
ヨ
ナ
　
　
　

運
農
業
施
設
災
覆
旧
費
八
＋

一
二
万
円
、
公
葉
施
馨
復
旧

費
百
五
十
八
万
円
な
ど
で
あ
る
。

▽
国
保
特
別
会
計
（
施
設
勘
定
）
五

万
円
の
追
加
。

▽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
百
五

十
一
万
一
千
円
の
追
加
。

◇
請
願
、
陳
惰

▽
え
の
き
だ
け
栽
培
の
援
助
に
つ
い

創
立
一
一
＋
周
年

田
沢
中
で
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
ブ
ラ
ス
パ
ン
ド
の
発
表
も

　
去
る
七
月
六
日
、
田
沢
中
学
校
体

育
舘
に
お
い
て
午
前
九
時
半
か
ら
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
村
内

外
か
ら
の
来
賓
は
じ
め
、
校
区
内
父

兄
多
数
の
人
達
が
参
集
し
、
二
十
周

年
協
賛
会
長
で
あ
る
高
橋
村
長
の
式

辞
に
つ
づ
い
て
、
村
山
和
雄
P
T
A

副
会
長
に
よ
る
経
過
並
び
に
事
業
報

告
、
藤
田
教
育
委
員
長
さ
ん
等
の
祝

辞
の
あ
と
篤
志
寄
付
者
や
田
沢
中
学

校
の
永
年
勤
続
者
（
故
板
橋
亀
治
、
村

田
博
、
高
野
孫
一
郎
、
南
雲
宏
司
、
藤

謬
澄
・
関
谷
喜
代
・
金
沢
撃
・

吉
楽
巌
、
用
務
員
の
樋
ロ
セ
ン
さ

ん
）
に
対
し
、
感
謝
状
、
表
彰
状
が

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
総
額
約
七
十
万
円
を
か

け
て
つ
く
っ
た
ブ
ラ
ス
ハ
ン
ド
（
二

’
十
二
人
編
成
）
の
披
露
が
お
こ
な
わ

れ
、
指
揮
者
が
楽
器
一
つ
一
つ
音
色

等
説
明
し
、
二
時
間
近
く
に
わ
た
っ

て
の
大
演
奏
会
で
、
参
会
者
を
魅
了

し
、
創
立
二
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
く

盛
大
の
う
ち
に
記
念
式
典
を
わ
わ
り

ま
し
た
。

　
　
【
写
真
は
記
念
式
典
の
一
コ
マ
】

て
、
請
願
者
鈴
木
正
平
、
採
択

▽
チ
。
高
ン
ソ
ー
購
入
助
成
に
つ
い
て

請
願
者
上
原
国
一
　
採
．
孜

▽
村
遭
如
来
寺
七
川
線
木
橋
架
替
に

っ
い
て
、
請
願
者
如
来
寺
区
長
富
井

喜
重
、
建
設
常
任
委
員
会
付
託

▽
ホ
ッ
プ
栽
培
の
棚
補
強
の
援
助
に

つ
い
て
講
願
者
ホ
ッ
プ
組
合
中
里
支

部
長
冨
井
宗
五
郎
他
二
名
、
産
業
常

任
委
員
会
付
託

．
▽
桔
梗
原
土
改
山
崎
地
区
水
路
、
農

道
改
修
に
つ
い
て
請
願
者
田
中
区
長

．
千
溝
区
長
、
山
崎
区
長
、
建
設
常
任

，
委
員
会
付
託

▽
加
工
ト
マ
ト
栽
培
組
合
の
援
助
に

つ
い
て
請
願
者
中
里
村
加
工
ト
マ
ト

栽
培
組
合
長
広
田
孝
他
、
産
業
常
任

委
員
会
付
託
。

日
本
万
国
博
覧
会

　
　
　
　
「
標
証
叩
」
募
集

▽
募
集
要
領
◎
字
数
二
十
字
以
内

◎
用
紙
　
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
ひ
と

つ
の
ぼ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

璽
、
藝
明
記
す
る
．

　
（
注
）
日
本
万
国
博
覧
会
を
「
日
本

万
国
博
」
「
万
国
博
」
「
エ
キ
ス
ポ

七
〇
」
と
し
て
も
よ
い
。

◎
〆
切
昭
和
四
十
二
年
七
月
三
十

　
一
日
、
当
日
の
消
印
有
効
。

◎
宛
先
　
大
阪
市
東
区
本
町
四
ー
二

七
、
御
堂
ビ
ル
、
日
本
万
国
博
覧
会

協
会
標
語
募
集
係

◎
入
選
発
表
　
昭
和
四
十
二
年
九
月

十
四
日
、
全
国
主
要
新
聞
、
雑
誌
、

ヲ
ジ
オ
、
・
テ
レ
ビ
。

◇
入
賞
　
一
席
一
名
“
十
万
円
ほ
か

副
賞
、
二
席
二
名
H
五
万
円
ほ
か
副

賞
、
佳
作
五
名
“
一
万
円
（
入
選
作
品

の
著
作
権
は
協
会
に
帰
属
し
ま
す
）

◇
主
催
　
日
本
万
国
博
覧
会
協
会
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水
稲
主
要
病
害
虫

発

◇
葉
イ
モ
チ

　
発
生
時
期
、
各
地
本
田
発
生
始
め

七
月
第
一
5
第
二
半
旬
、
病
勢
進
展

最
盛
期
七
月
第
四
‘
第
五
半
旬
と
考

え
ら
れ
る
が
つ
ゆ
の
も
ど
り
が
あ
れ

ぱ
、
八
月
第
一
半
旬
ま
で
進
展
が
長

び
き
、
早
生
、
中
生
で
は
穂
イ
モ
チ

ヘ
の
移
行
が
心
配
さ
れ
る
。

・
発
生
量

　
全
般
的
に
は
平
年
よ
り
や
N
小
で

程
度
も
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
開

田
地
で
田
植
え
が
遅
れ
、
罹
病
苗
を

も
ち
込
ん
だ
地
帯
、
水
不
足
で
晩
植

え
し
た
地
帯
や
山
間
山
沿
地
帯
は
局

部
的
に
多
発
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

・
根
拠

①
現
在
ま
で
の
発
生
状
況
で
は
、
中

越
管
内
全
般
に
認
め
ら
れ
る
が
、
補

植
苗
や
田
植
え
の
お
く
れ
た
苗
代
お

よ
び
苗
代
か
ら
の
持
ち
込
み
田
な
ど

特
殊
環
境
の
も
の
で
一
般
圃
場
の
発

生
は
ご
く
少
な
い
。

②
早
植
え
地
帯
の
稲
の
発
育
は
き
わ

め
て
順
調
で
健
全
な
生
育
を
し
め
し

て
い
る
。

　
し
か
し
山
間
山
沿
地
帯
や
水
不
足

な
ど
で
田
植
え
の
お
く
れ
た
地
帯
は

軟
弱
徒
長
気
味
で
あ
る
。

③
気
象
予
報
で
は
七
月
前
半
は
梅
雨

前
線
の
活
動
は
活
発
で
雨
の
日
が
多

く
、
月
の
半
ば
過
ぎ
頃
つ
ゆ
あ
け
、

暑
く
な
る
が
月
末
頃
つ
ゆ
の
も
ど
り

生
予
察
情
報

が
あ
る
と
心
配
さ
れ
る
。

◇
防
除
上
の
注
意

①
早
期
発
見
、
早
期
防
除
に
つ
と
め

る
。

②
開
田
地
帯
や
水
不
足
な
ど
で
田
植

え
の
お
く
れ
た
地
帯
で
苗
代
か
ら
発

病
苗
を
も
ち
込
ん
だ
田
お
よ
び
地
帯

は
二
ー
三
回
く
り
返
し
、
薬
剤
散
布

を
す
る
。

③
支
那
系
品
種
は
と
く
に
注
意
し
、

発
病
が
み
と
め
ら
れ
た
ら
す
ぐ
薬
剤

防
除
を
翁
こ
な
う
。
．

◇
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

予
報
、
発
生
時
期
は
や
Σ
早
く
、
発

生
量
は
や
Σ
多
目
と
予
想
さ
れ
る
。

・
根
拠

①
現
在
の
発
生
状
況
、
中
越
地
方
の

一
初
発
は
三
島
で
六
月
二
十
八
日
と
平

年
よ
り
や
＼
早
か
っ
た
。
七
月
三
日

の
調
査
で
は
三
島
、
刈
羽
の
平
坦
部

お
よ
び
海
岸
沿
い
は
全
般
的
に
発
生

が
み
ら
れ
、
し
か
も
初
発
生
時
の
量

は
五
十
回
振
り
で
五
十
～
二
十
頭
と

や
＼
多
目
で
あ
る
。

②
気
象
的
に
は
五
～
六
月
の
気
温
が

高
く
七
月
は
陽
性
型
の
つ
ゆ
と
予
想

さ
れ
、
発
生
の
要
因
が
あ
る
。

③
稲
の
生
育
が
す
』
み
、
分
け
つ
は

多
く
ウ
ッ
ペ
イ
度
が
高
い

◎
注
意

①
現
在
の
状
況
か
ら
午
溝
、
桂
、
桔

梗
原
等
の
平
坦
部
は
と
く
に
今
後
の

発
生
に
注
意
し
山
間
部
は
阜
期
発
見

に
つ
と
め
、
初
発
時
の
密
度
に
注
意

す
る
。

②
特
殊
な
田
と
し
て
は
、
土
地
改
良

な
ど
で
生
育
の
お
く
れ
て
い
る
も
の

や
、
風
通
し
の
悪
い
田
で
窒
素
質
肥

料
の
多
い
と
こ
ろ
は
注
意
す
る
。

市
之
越
地
内
に

　
　
　
　
　
　
　
試
験
田
設
定

よ
う
農
地
造
成
計
画
を
樹
て
る
と
い

う
目
的
で
、
中
里
村
市
之
越
地
内
に

面
積
一
診
の
試
験
圃
場
が
設
定
さ
れ

た
。

　
こ
Σ
市
之
越
に
試
験
圃
場
を
設
け

た
と
い
う
こ
と
は
県
下
の
開
拓
地
の

デ
ヨ
タ
ヨ
を
　
る
に
　
ま
の
も
の
は

一
技
術
的
に
み
て
参
考
と
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
（
農
業
技
術
の
進
歩
が

著
し
い
た
め
）
清
津
川
の
段
丘
地
に

お
け
る
独
自
の
圃
場
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
今
後
の
三
百
三
十
九
・

八
診
に
及
ぶ
作
付
面
積
の
動
行
に
資

す
る
も
の
。
従
っ
て
こ
れ
の
設
定
に

あ
た
っ
て
は
、
地
理
的
条
件
を
考
え

て
、
段
丘
地
全
域
に
亘
る
土
壌
要
件

の
具
備
さ
れ
た
地
形
が
好
ま
し
く
、

市
之
越
地
内
に
目
標
を
定
め
た
も
の

で
、
県
が
村
に
委
託
す
る
形
を
と
る

が
土
地
造
成
等
耕
作
の
出
来
る
段
階

迄
は
県
（
十
日
町
農
地
事
務
所
）
が
担

当
す
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
栽
培
者
は
部
落
共
同
（
代
表
者
、

段丘地開発
　
県
営
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
、
清
津
川
右
岸
段
丘

地
区
の
農
地
造
成
に
さ
き

が
け
、
今
後
に
お
け
る
稲

作
栽
培
の
施
肥
管
理
の
検

討
を
行
な
い
、
併
せ
て
水

管
理
等
を
研
究
し
、
本
計

画
地
域
の
農
地
造
成
及
び

使
用
等
が
経
済
か
つ
能
率

的
に
稲
作
が
栽
培
で
き
る

冨
井
弘
明
）
で
行
な
い
、
試
験
区
の

配
列
と
し
て
は
、
未
墾
地
（
今
ま
で

　
だ
っ
た
　
レ
と
　
　
ぬ
　
ケ
ま
で

塞
欝
靴
籠
髪

　
　
い
　
　
　
は
　
　
　
に
　
え
て

一
い
る
鴨
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
誌
し

一
の
け
て
　
下
の
土
で
田
を
作
り
　
そ

一
の
中
に
表
土
を
入
れ
、
作
り
土
に
す

る
）
と
床
締
（
水
も
れ
を
防
ぐ
た
め

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
、
田
の
底
を
か
た

く
す
る
）
を
し
た
も
の
②
表
土
扱
と

床
締
な
し
の
も
の
③
表
土
扱
な
し
と

床
締
区
の
も
の
④
表
土
扱
、
床
締

両
方
な
し
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、

水
も
ち
の
具
合
、
工
費
の
点
、
米
の

と
れ
具
合
な
ど
が
み
ら
れ
る
訳
で
あ

る
。
な
お
清
津
川
右
岸
段
丘
地
開
拓

は
、
昭
和
四
十
三
年
中
に
百
二
十
診

開
田
（
市
之
越
、
上
山
台
地
）
四
十

四
年
春
は
植
付
け
を
す
ま
せ
、
四
十

五
年
に
は
如
来
寺
、
本
村
、
芋
沢
、

豊
里
、
東
田
沢
全
域
が
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
【
写
真
は
市
之

　
越
地
内
の
試
験
圃
場
】

へき地保育所開設

倉俣支所を改造して

去
る
六
月
倉
俣

支
所
で
、
同
地
区

の
へ
き
地
保
育
所

開
所
式
が
行
な
わ

れ
た
。
地
区
民
の

長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
へ
き
地
保
育

所
は
貝
野
に
つ
マ

い
て
三
ヵ
所
目
だ

が
、
倉
俣
支
所
の

階
下
を
総
工
費
八
十
万
円
で
改
造
し

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
保

育
所
に
は
芋
川
、
倉
俣
は
じ
め
重

地
、
下
山
、
清
田
山
の
三
才
～
五
才

の
四
十
五
人
が
通
園
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
暑
さ
に
な

り
は
じ
め
、
特
に
水
に
対
す
る
監
視

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
矢
先
き
の

こ
と
と
あ
っ
て
、
地
域
の
住
民
は
大

変
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

【
写
真
は
保
育
所
で
遊
ぶ
園
児
た

ち
】

　
第
十
一
二
回

　
　
郡
市
社
会
教
育

　
　
大
会
盛
大
に
行

　
　
な
わ
る

　
毎
年
開
か
れ
て
い
る
郡
市
社
会
教

育
大
会
が
、
今
年
は
十
日
町
市
民
体

育
舘
を
会
場
で
約
三
百
人
近
く
参
加

し
て
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
郡
市
社
会
教
育
振
興

会
の
主
催
で
開
か
れ
、
青
年
、
婦
人

グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
、
一
般
の
方
々

や
、
公
民
舘
、
社
会
教
育
の
関
係
者

n
な
ど
集
ま
り
、
日
頃
の
よ
う
す
を
反

省
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
や
く
ら
し

に
役
立
て
る
と
い
う
も
の
で
、
当
日

は
「
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

マ
ス
コ
ミ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た

ら
よ
い
か
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に

評
論
家
、
小
川
一
郎
氏
を
講
師
に
ま

ね
き
「
マ
ス
コ
ミ
と
生
活
」
と
い
う

演
題
で
講
演
を
し
て
頂
き
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
川
俣
練

披
他
門
下
生
の
琴
合
奏
、
そ
し
て
石

井
綾
子
門
下
生
に
よ
る
バ
レ
エ
な
ど

が
、
披
ろ
う
さ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
で

は
県
社
会
教
育
主
事
、
桑
原
先
生
の

司
会
の
も
と
に
「
放
送
を
く
ら
し
に

ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
各
登
だ
ん
者
の
お
話
を
熱
心

に
き
N
一
般
参
加
者
か
ら
の
熱
心
な

質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
、
午
後
三
時

過
ぎ
全
日
程
を
終
了
し
解
敵
し
た
。
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水
難
防
止
に
つ
い
5
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
泳
や
釣

り
の
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た
洪
水

な
ど
で
水
難
事
故
の
多
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
発
電
所
は
、
信
濃
川
の
水
を
宮

中
に
て
取
り
入
れ
、
水
路
ト
ン
ネ
ル

で
発
電
所
へ
導
入
す
る
、
い
わ
ゆ
る

水
路
式
の
発
電
所
で
す
。
宮
中
の
取

水
ダ
ム
は
貯
水
式
の
ダ
ム
と
ち
が
い

上
流
か
ら
来
た
水
を
貯
水
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
降
雨

な
ど
で
上
流
か
ら
増
水
し
た
分
は

ダ
ム
の
水
門
を
徐
々
に
開
い
て
、
自

然
の
姿
で
下
流
へ
放
流
し
て
お
り
ま

す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
非
常
に
．

危
険
で
す
か
ら
十
分
ご
注
意
下
さ

い
。

①
渇
水
の
た
め
、
ダ
ム
下
流
の
水
が

少
な
い
時
に
降
雨
な
ど
で
上
流
か
ら

増
水
が
生
じ
た
時
。

②
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
激
な
増

水
の
時
。

③
洪
水
の
と
き

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
宮
中
で
の
ダ

ム
水
門
の
運
用
は
下
流
に
急
激
な
水

位
変
化
を
生
じ
な
い
よ
う
に
操
作
す

る
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
う
と
と
も

に
、
警
報
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
お

り
ま
す
。

末
完
成
の
た
め
に
、
千
手
発
電
所
で

使
用
し
た
水
の
全
部
を
送
る
こ
と
が

で
き
す
、
一
部
は
友
重
か
ら
信
濃
川

へ
放
流
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
友
重

か
ら
下
流
に
は
、
毎
日
不
規
則
に
水

が
増
減
し
ま
す
か
ら
こ
れ
に
も
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。

　
発
電
所
で
は
、
計
画
的
に
行
な
う

作
業
の
た
め
に
、
放
流
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
放
流
要
領
な
ど
に

つ
い
て
関
係
箇
所
へ
連
絡
し
一
般
へ

の
周
知
方
を
霜
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
宮
中
ダ
ム
と
浅
河
原
調
整
池

（
十
日
町
市
）
及
び
山
本
調
整
池

（
小
千
谷
市
）
に
は
、
警
報
サ
イ
レ

ン
を
設
備
し
て
危
険
な
場
合
退
避
を

警
報
し
て
お
り
ま
す
．
次
に
警
報
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
の
時
機
を
示
し
ま

す
．

　
次
に
千
手
発
電
所
で
使
用
し
た
水

は
友
重
（
川
西
町
沖
立
）
か
ら
再
び

水
路
ト
ン
ネ
ル
で
へ
小
千
谷
発
電
所

へ
送
り
ま
す
が
、
小
千
谷
発
電
所
は

　
発
電
、
送
電
設
備
が
故
瞳
の
た
め
・

急
に
水
が
不
用
と
な
り
、
調
整
池
の

水
が
定
め
ら
れ
た
水
量
以
上
と
な
っ

て
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
流
出
す
る

と
き
。

　
こ
の
よ
う
に
水
難
防
止
の
対
策
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
悲
し
い
水
難
事

故
も
交
通
事
故
や
傷
害
事
故
と
同
じ

よ
う
に
一
人
く
が
自
戒
し
、
増
水

を
認
め
た
な
ら
す
ぐ
退
避
す
る
（
油

断
は
事
故
の
も
と
）
な
ど
、
自
分
で

自
分
を
護
る
よ
う
、
注
意
す
る
こ
と

が
最
も
丁
八
切
か
と
存
じ
ま
す
。

〔
一
〕
設
備
場
所
i
宮
中
ダ
ム

吹
鳴
す
る
時
機

（
イ
）
渇
水
の
た
め
ダ
ム
下
流
の
水

が
少
な
い
と
き
に
、
降
雨
な
ど
で
、

上
流
か
ら
の
増
水
が
生
じ
た
時
。

（
ロ
）
洪
水
及
び
不
慮
の
災
害
な
ど

で
取
水
口
の
放
流
が
急
激
に
増
大
す

る
と
き
。

（
ハ
）
そ
の
他
、
水
難
防
止
の
た
め

警
報
を
必
要
と
す
る
と
き
。

〔
二
〕
設
備
場
所
i
浅
河
原
調
整
池

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
〃

　
吹
鳴
す
る
時
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

カペ

ベ郡市青少年の集い
　
邊　六日町のユースホステルで

来
る
八
月
＋
九

二
十
日
と
郡
市
青

少
年
の
集
い
が
霜

こ
な
わ
れ
る
。
例

年
郡
市
内
の
会
場

を
も
ち
ま
わ
り
で

働
く
胃
少
年
が
一

堂
に
会
し
、
「
青

年
の
主
張
」
「
講

演
」
な
ど
を
織
り

こ
ん
で
や
っ
て
き

た
が
、
今
年
は
グ

ッ
と
お
も
む
き
を

　
　
　
会
場
を
六
日
町
の
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
に
も
ち
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で

の
共
同
生
活
を
通
し
て
親
睦
を
深
め

お
互
い
の
む
す
ぴ
つ
き
を
深
め
て

い
く
機
会
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　
ど
な
た
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。
な
お
参
加
申
し
込
み
は
公
民
舘

宛
ご
連
絡
下
さ
い
。

成人式挙行
該当者54名

出
稼
ぎ
や
農
繁
期

の
関
係
か
ら
、
毎
年

夏
の
成
人
式
を
行
な

う
よ
う
に
な
っ
た

が
、
今
年
も
去
る
七

月
二
日
中
里
村
公
民

舘
主
催
の
も
と
に
、

役
場
庁
舎
議
場
に
而

い
て
、
昭
和
四
十
二

年
度
の
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

当
日
は
、
公
民
舘
長
の
あ
い
さ
つ
に

は
じ
ま
り
、
村
長
、
議
会
議
長
、
教
育

委
員
長
さ
ん
の
御
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
あ
と
、
代
表
者
よ
り
の
答
辞
、
記
念

品
贈
呈
、
記
念
撮
影
、
祝
賀
会
が
あ

り
十
二
時
半
に
式
典
を
終
了
し
た
。

　
な
お
今
年
の
該
当
者
は
、
五
十
四

名
で
そ
の
う
ち
、
参
加
者
は
四
十
二

名
（
男
子
二
十
六
名
、
女
子
十
六

名
）
で
あ
っ
た
が
、
夏
の
成
人
式
に

ふ
さ
わ
し
く
、
男
女
と
も
軽
装
で
、

清
楚
で
あ
っ
た
。

　
【
写
真
は
成
人
式
典
の
一
コ
マ
】

林
業
の
お
知
ら
せ

◎
造
林
に
つ
い
て

　
四
十
二
年
秋
植
え
植
林
計
画
の
受

付
は
部
落
区
長
を
通
じ
回
覧
で
取
り

ま
と
め
一
応
し
め
切
り
ま
し
た
が
、

洩
れ
お
ち
や
、
移
動
に
よ
り
新
規
に

計
画
さ
れ
た
も
の
は
追
加
の
形
で
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
一
般
造
林
の
場
合
、
事

業
費
の
四
割
が
部
落
有
林
造
林
（
一

町
歩
巣
位
）
は
六
割
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
部
落
内
一
括
し
て
提
出
さ
れ
た

計
画
書
は
後
日
区
長
を
通
じ
正
式
の

計
画
書
を
提
出
す
べ
く
連
絡
い
た
し

ま
す
。
な
お
県
で
は
四
十
二
年
度
を

も
ち
五
畝
以
上
一
反
歩
未
満
の
小
規

模
造
林
を
補
助
打
切
り
の
動
行
で
す

か
ら
、
こ
れ
ら
の
小
規
模
造
林
を
計
”

画
さ
れ
て
い
る
人
は
今
年
中
に
実
施
…

し
な
い
と
自
力
造
林
（
補
助
外
）
に

な
り
ま
す
の
で
検
討
下
さ
い
。
苗
木

の
入
手
に
つ
い
て
は
産
業
課
で
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。
自
家
用
の
苗
木
は
検

査
を
う
け
な
い
と
補
助
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
か
ら
あ
ら
か
じ
め
報
告
下

さ
い
。

　　　

難
　
壁

ん
が
、
こ
の
申
請
時
期
は
年
四
回
で

三
、
六
、
九
、
十
二
月
の
月
が
そ
れ

ぞ
れ
申
請
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保

安
林
以
外
の
林
に
つ
い
て
は
伐
採
六

十
日
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。
い
す

れ
も
産
業
課
内
に
窓
口
が
設
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
申
請
（
許
可
）
届
出
は

遅
滞
な
く
励
行
下
さ
い
。

　
　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
ー
七
月
投
句
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

タ
顔
や
庭
に
子
供
の
た
ら
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

巣
っ
ば
め
を
見
野
る
妊
嫁
の
瞳
に
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
枝

野
辺
送
り
母
の
匂
い
の
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

空
び
ん
の
音
さ
せ
少
年
夏
暁
急
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
代

入
れ
か
わ
る
隣
の
ベ
ッ
ド
は
や
夏
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

蝸
牛
角
突
き
交
（
あ
）
う
も
軟
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

田
に
水
張
り
早
苗
饗
の
天
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
た
す
き
　
　
あ
か
き
　
も
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
の

評
麟
　
騒
韓

鯉
お
よ
ぐ
水
面
に
紫
紺
の
あ
や
め
映

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
由
記

織
婦
窓
に
七
タ
飾
る
子
に
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
チ

柿
の
花
首
に
飾
ら
れ
雨
季
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

梅
雨
深
し
干
曲
も
の
憂
く
流
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

青
田
闇
に
続
く
簑
戸
開
け
酌
み
か
わ

す
　
　
　
　
　
　
　
王
泉

露
革
や
六
十
路
の
今
朝
を
牛
飼
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

水
無
月
や
河
原
鉄
片
に
ぶ
く
赤
し

雑
詠
四
首
　
　
　
山
崎
　
了

▽
一
日
の
疲
れ
あ
ら
わ
に
見
せ
な
が

ら
夜
の
ホ
ー
ム
に
汽
車
待
つ
人

▽
ケ
ロ
ケ
ロ
と
蛙
の
輪
唱
す
ぱ
ら
し

く
指
揮
あ
る
も
の
か
ピ
タ
リ
と
と
だ

え▽
朝
の
陽
の
さ
し
く
る
と
こ
ろ
ほ
の

ぽ
の
と
拭
ふ
が
ご
と
く
露
は
晴
れ
ゆ

く


